
パリ協定の長期目標から見えるもの 

1 出典：OECD/IEA and IRENA, 2017における国際エネルギー機関（IEA）の分析を基に高村加筆 

各国が予定する対策が実施さ
れる場合の排出量の見通し 

66%の確度で長期目標（2℃目標）を
達成する想定の排出量の見通し 

エネルギー効率改善 

再生可能エネルギー 

炭素回収貯留（CCS） 

燃料転換 

原子力 

その他 

長期目標の明確化でどこにイノベーションが必要かが見えてくる 
 2014年-2050年でエネルギー効率を年平均2.5％改善（過去15年の約3.5倍） 
 2050年までに、電気のほぼ95％が低炭素電気に 
  

現状とめざす未来との間の 
ギャップ（ギガトンギャップ） 
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